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「合併等による実質的存続性の喪失」に係る猶予期間の解除に関するお知らせ 
 

平成25年４月１日付で当社株式は「合併等による実質的存続性の喪失に係る猶予期間入り銘

柄」の指定を受けておりましたが、本日付で「猶予期間入り銘柄」から解除されましたので、

下記のとおりお知らせいたします。 

記 

 

１．これまでの経緯 

当社は、平成 25 年４月１日付で株式会社ヴィクサス（非上場）を吸収合併いたしました。 

本合併に伴い当社株式は、当社が実質的な存続会社でないとの判断から、有価証券上場規程

「実質的存続性の喪失（不適当な合併等）」の定めにより、本合併の効力発生日から「合併等に

よる実質的存続性の喪失」に係る猶予期間に入ることとなりました。 

当社では、猶予期間入りの指定を受けて以降、東京証券取引所の「新規上場審査基準に準じ

た基準」に則った申請準備を進め、同基準に適合しているかどうかの審査を受けてまいりまし

たが、この度、本日付で同基準に適合するとの認定を受け、「猶予期間入り銘柄」から解除され

ることとなりました。 

  

２．今後について 

当社株式は、東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）市場において、以前と変わらず

上場が今後も継続されることとなります。 

当社グループといたしましては、これまで長年にわたり流通・サービス業界で培ってきたノ

ウハウを最大限に活かし、今後も革新的な商品及びサービスを創出し続けると共に、高品質で

付加価値のあるＩＴサービスを提供してまいります。 

また、経営管理体制の強化を図り、更なる事業成長と安定的な収益基盤の確立を推進し、引

き続き企業価値の向上に注力してまいります。 
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